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『芸術における再発見』（1976）のなかで偉大な美術史家フランシス・ハスケルが示したように、美術史とは
変化を伴わない普遍的な芸術家と作品の殿堂の上に成り立っているのではなく、忘却と再発見が繰り返され、歴
史の流れに変更が加えられた結果としてある。1880年代末にパリで誕生したナビ派運動についても、ある程度
まで同じことが言えるだろう。モーリス・ドニ、ピエール・ボナール、エドゥアール・ヴュイヤール、フェリク
ス・ヴァロットンら中心メンバーたちが忘れ去られることはなかったが、この集団が占めていた地位や彼らの美
学は、20世紀初頭にはポスト印象派の歴史や近代美術の物語から姿を消してしまった。20世紀後半になって、
ようやくこの運動はそれ自体として再検討されるようになり、パリとチューリヒでは1993年から1994年にかけ
て「ナビ派――近代美術の預言者」展が開催された。今回のセミナーでは、とくにフランスの事例を取り上げな
がら、美術館による作品購入の実態と、中心的な芸術家の一人モーリス・ドニが早い時期に手掛けた歴史家とし
ての仕事を通して、先のハスケルの著作の仏訳タイトルでもある「規範と気まぐれ」について考察したい。

―― S・パトリ


